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広告

　―
―

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
２
０
１
０
年
の

調
査
で
は
、「
不
妊
を
心
配
し

た
こ
と
が
あ
る
」（「
心
配
し
て

い
る
人
」
を
含
む
）
夫
婦
は

31
・
１
％
、「
不
妊
の
検
査
や

治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」

（「
受
け
て
い
る
」
を
含
む
）
夫

婦
は
16
・
４
％
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
不
妊
の
原
因
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
柴
原
　
女
性
側
で
は
排
卵
障

害
、
黄
体
機
能
不
全
な
ど
の
内

分
泌
因
子
と
、
卵
管
閉
塞
や
卵

管
周
囲
癒
着
に
よ
る
卵
管
因
子

が
そ
れ
ぞ
れ
20
〜
30
％
。
こ
れ

に
、
男
性
が
原
因
で
あ
る
場
合

を
加
え
て
三
大
因
子
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
１
９
９
０
年
の
Ｗ

Ｈ
Ｏ
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
側

の
原
因
が
60
〜
70
％
、
男
性
側

の
原
因
が
50
％
、
原
因
不
明
が

10
〜
15
％
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
後
の
晩
婚
化
に
よ
り
、

現
在
は
女
性
の
加
齢
に
よ
る
不

妊
症
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　―
―

加
齢
に
よ
る
影
響
は
大

き
い
の
で
す
ね
。

　
柴
原
　
卵
巣
の
働
き
が
低
下

し
ま
す
の
で
、
早
い
ほ
ど
妊
娠

し
や
す
く
、
流
産
の
リ
ス
ク
も

小
さ
い
で
す
ね
。
お
お
む
ね
38

歳
を
超
え
る
と
極
端
に
妊
娠
し

に
く
く
な
り
ま
す
。
女
性
に
対

す
る
助
成
対
象
年
齢
の
上
限
も

来
年
度
か
ら
42
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。
当
院
の
生
殖
医
療

セ
ン
タ
ー
の
不
妊
外
来
に
初
診

で
来
ら
れ
る
女
性
の
平
均
年
齢

は
35
・
９
歳
で
す
。
仕
事
に
打

ち
込
み
、
余
裕
が
出
て
か
ら
と

考
え
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も

遅
く
な
り
が
ち
で
す
。

　―
―

検
査
や
治
療
は
ど
の
よ

う
に
し
ま
す
か
？

　
柴
原
　
卵
巣
機
能
が
極
端
に

低
下
し
て
い
な
い
か
、
血
液
検

査
で
抗
ミ
ュ
ラ
ー
管
ホ
ル
モ
ン

（
Ａ
Ｍ
Ｈ
）
を
測
定
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
卵
巣
内
に
今
後
発
育

が
可
能
な
卵
子
が
ど
れ
く
ら
い

残
っ
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で

す
。
こ
の
数
値
が
検
出
感
度
以

下
の
場
合
は
、
妊
娠
を
望
む
こ

と
は
非
常
に
厳
し
い
場
合
が
多

い
で
す
が
、
あ
る
程
度
卵
巣
機

能
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
排
卵
誘

発
剤
の
内
服
か
注
射
で
治
療
は

可
能
で
す
。
黄
体
機
能
不
全
も

ホ
ル
モ
ン
治
療
で
改
善
が
望
め

ま
す
。
卵
管
閉
塞
の
場
合
は
、

体
外
受
精
が
広
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
体
外
受
精
は
体
の
負
担

は
あ
ま
り
な
く
、
現
在
、
我
が

国
で
出
生
す
る
子
ど
も
の
30
人

に
１
人
は
体
外
受
精
で
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　―
―

兵
庫
医
大
病
院
で
は
、

２
０
１
３
年
に
生
殖
医
療
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
て
、
男
性
に
対

す
る
不
妊
治
療
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
柴
原
　
泌
尿
器
科
に
男
性
不

妊
症
の
専
門
外
来
が
あ
り
、
毎

月
奇
数
週
の
土
曜
日
に
開
設
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
産
婦
人
科

で
精
液
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
低
濃
度
（
乏
精
子
症
）
や

低
運
動
率
（
精
子
無
力
症
）
が

あ
れ
ば
、
泌
尿
器
科
に
紹
介
し
、

問
診
・
診
察
・
血
液
検
査
を
行

い
ま
す
。
多
く
は
原
因
不
明
の

特
発
性
で
、
ホ
ル
モ
ン
剤
や
漢

方
を
処
方
す
る
薬
物
療
法
を
行

い
、
２
、
３
カ
月
後
に
改
善
し

て
い
る
か
判
定
し
ま
す
。

　
無
精
子
症
の
場
合
は
、
精
巣

や
精
巣
上
体
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
精
子
を
採
取
し
ま
す
。
濃
度

が
少
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
っ

た
ん
凍
結
保
存
し
て
か
ら
奥
様

か
ら
採
卵
し
、
顕
微
授
精
に
よ

り
受
精
卵
を
作
っ
て
子
宮
内
に

移
植
し
ま
す
。

　―
―

男
性
の
不
妊
症
専
門
医

は
全
国
で
30
人
く
ら
い
し
か
い

な
い
そ
う
で
す
が
、
生
殖
医
療

セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
？

　
柴
原
　
日
本
生
殖
医
学
会
認

定
の
生
殖
医
療
専
門
医
が
、
産

婦
人
科
に
２
名
、
泌
尿
器
科
に

１
名
。
日
本
不
妊
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
学
会
認
定
の
不
妊
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
資
格
を
持
つ
看
護
師

が
３
名
。
日
本
卵
子
学
会
認
定

の
生
殖
医
療
胚
培
養
士
が
１

名
。
そ
れ
以
外
に
も
産
婦
人
科

医
が
５
名
、
培
養
室
の
安
全
管

理
責
任
者
と
胚
培
養
士
が
各
１

名
お
り
、„
チ
ー
ム
医
療“ 

体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院

内
全
科
の
協
力
に
よ
る
合
併
症

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

し
、
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
を
受

け
る
患
者
さ
ん
の
精
子
や
卵

子
、
受
精
卵
、
卵
巣
を
取
り
出

し
て
凍
結
保
存
し
た
う
え
で
、

治
療
後
に
体
内
に
戻
す
妊
孕
性

（
に
ん
よ
う
せ
い
）
温
存
技
術

は
全
国
で
高
い
レ
ベ
ル
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　―
―

不
妊
治
療
を
受
け
た
く

て
も
、
な
か
な
か
行
き
に
く
い

と
い
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
？

　
柴
原
　
病
院
に
行
く
決
断
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
不
妊
学
級
と
い
う

説
明
会
を
毎
月
１
回
、
無
料
で

土
曜
日
に
開
催
（
10
時
半
〜
12

時
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兵

庫
県
健
康
増
進
課
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
月
１
回
の
不
妊
総
合

相
談
の
窓
口
を
担
当
し
て
お

り
、
４
月
か
ら
は
当
院
で
受
け

付
け
ま
す
。

　―
―

平
均
し
て
何
度
の
治
療

で
妊
娠
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
柴
原
　
原
因
や
年
齢
な
ど
に

よ
り
ま
す
。
ま
た
、
必
ず
し
も

妊
娠
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
不
妊
外
来
を
ま
っ
た
く
の

初
診
で
受
診
し
、
妊
娠
さ
れ
る

場
合
、
ま
っ
た
く
の
自
然
妊
娠

は
、
受
精
し
や
す
い
時
期
に
合

わ
せ
て
性
交
渉
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
法
に
よ
り
20
％
、
排
卵
誘
発

剤
や
人
工
授
精
で
30
％
、
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
な
ど
で
50
％

く
ら
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
工
授
精
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ

が
あ
り
、
５
、
６
回
目
、
す
な

わ
ち
約
半
年
間
の
取
り
組
み
で

40
％
程
度
の
方
が
妊
娠
さ
れ
て

い
ま
す
。

　―
―

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
何
人
く
ら
い
妊
娠
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　
柴
原
　
初
診
患
者
数
は
２
０

１
３
年
が
１
１
９
人
、
14
年
が

１
７
１
人
、
昨
年
が
１
７
０
人

で
、
人
工
授
精
は
そ
れ
ぞ
れ
１

２
９
人
、
２
１
１
人
、
２
４
０

人
に
行
い
ま
し
た
。
様
々
な
治

療
の
結
果
、
妊
娠
さ
れ
た
の
は
、

25
人
、
72
人
、
50
人
と
推
移
し

て
お
り
、
今
年
は
１
０
０
人
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　―
―

妊
娠
が
分
か
っ
た
時
の

医
師
と
し
て
の
お
気
持
ち
は
？

　
柴
原
　
ご
夫
婦
と
と
も
に

  

戦
っ
て
き
た
　
立
場
か
ら
、

こ
の
う
え
な
く
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
た
だ
、
中
に
は
流
産
・

異
所
性
妊
娠
・
早
産
な
ど
の
可

能
性
も
あ
り
、
無
事
出
産
さ
れ

る
ま
で
は
気
が
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
同
じ
院
内
で
入
院
や
出

産
し
て
い
た
だ
け
る
と
応
援
に

も
行
け
ま
す
し
、
す
ぐ
に
結
果

が
分
か
る
の
で
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　―
―

大
学
と
し
て
地
域
医
療

に
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
？

　
柴
原
　
阪
神
間
の
基
幹
病
院

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
生
殖
・
周
産
期

の
ほ
か
婦
人
科
腫
瘍
に
も
取
り

組
み
、
各
分
野
に
専
門
医
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　―
―

不
妊
対
策
と
し
て
、
助

成
金
の
他
に
ど
ん
な
対
策
が
必

要
だ
と
お
考
え
で
す
か
？

　
柴
原
　
最
初
に
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
加
齢
と
と
も
に
妊
娠

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
結
婚
年

齢
や
出
産
年
齢
が
上
が
っ
て
い

る
だ
け
に
、
こ
う
し
た
事
実
を

中
高
校
生
の
頃
か
ら
正
し
く
伝

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

“

”

《
不
妊
治
療
助
成
金
引
き
上
げ
》

　
初
回
の
み
上
限
を
15
万
円
か

ら
30
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
男
性
に
要
因
の
あ
る
場

合
、
夫
か
ら
精
子
を
採
取
す
る

手
術
に
、
15
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
。
体
外
受
精
で
な
い
と

妊
娠
が
難
し
い
夫
婦
で
、
世
帯

所
得
が
７
３
０
万
円
以
下
の
条

件
が
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
支

給
対
象
を
42
歳
ま
で
に
引
き
下

げ
た
。
2
0
1
6
年
度
当
初
予

算
案
に
も
計
上
し
て
い
る
。
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不
妊
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む
夫
婦
に
追
い
風
。


